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確かな学力を育てるために

各学校の「学力向上アクションプラン」に基づき、「学ぶ楽しさ」

｢わかる喜び」を実感できる授業を目指して、更なる指導の

工夫・改善を図っていきます。

各学校ではこのように取り組みます

ギガタブ（タブレットＰＣ）を効果的に活用しつつ、子どもの思

考力・判断力・表現力等を育むために「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けて取り組んでいきます。

家庭での学習の様子と正答率については相関関係が見られ
ます。家庭学習の頻度が低い児童生徒は、授業の復習を兼
ねて宿題に取り組むことも大切です。その他にも、興味のあ
ることについて、ギガタブなどのIＣＴ機器を使って深く調べ
たり、苦手な教科の教科書やノートをもう一度読み返したり
するなど、毎日無理なく続けられるような取組みを家庭で
話し合ってみましょう。

家庭での生活を振り返ってみましょう家庭での生活を振り返ってみましょう

学習状況が「十分満足」の段階にある子どもは「家族から
よくほめられる」と答える割合が高い傾向が見られます。
子どもの自主性を大切にしながら見守り、チャレンジした際
には十分認めたりほめたりすることが大切です｡

　中学２年生は全教科において県平均を上回りました。小学

３年生は国語、小学５年生は国語と外国語において、県平均を

上回る結果となりました。子どもたちが各教科の勉強をさらに

好きになり、主体的に学習に取り組めるよう、これまで以上に

｢わかる授業」を推進していきます。

1. 学力状況調査

小学３･５年生､ 中学２年生の学力習得状況

　学習状況が「十分満足」の段階にある子どもは「宿題がなく

てもほとんど毎日学習をする」割合が最も多く、小学５年生では

５割になります。

　毎日学習することの大切さを子どもが実感できるよう、学校

と家庭で連携を図りながら、子どもが自ら進んで学習に取り組

む習慣を身に付けていく必要があります。

2. 家庭生活に関する意識調査

家庭学習の頻度と学力の関連

あなたの家庭学習の様子は、 次のうちどれですか。質 問

※小学３年生、中学２年生についても、同様の傾向が見られます。

小学
５年生

小学
３年生

90

60

80

70

50

62.2 62.7

78.8 77.3

69.1 67.1

81.2 79.4

(点)

県 市 県 市 県 市 県 市

国 語 社 会 算 数 理 科

小学
５年生

学習状況が
「十分満足」
の段階にある
子どもの回答

50%50%

学習状況が
「努力を要す」
の段階にある
子どもの回答

中学
２年生

90

60

80

70

50

63.0 66.1

81.2 81.1

63.7 62.4

78.5

89.7(点)

県 市

外国語

県 市 県 市 県 市 県 市

国 語 社 会 算 数 理 科

79.3

89.4

宿題がなくても
毎日
宿題がなくても
毎日

34%34%

宿題がなくても
時々

宿題がなくても
時々

14%14%

宿題がある
ときだけ

宿題がある
ときだけ

2%

宿題があっても
しないことが多い

宿題がなくても
時々
宿題がなくても
時々

宿題がある
ときだけ

宿題がある
ときだけ

宿題があっても
しないことが多い
宿題があっても

しないことが多い
宿題がなくても
毎日
宿題がなくても
毎日
宿題がなくても
毎日

16％16％

29％29％

32％32％

23％23％

令和４年度千葉市学力状況
調査･意識調査の結果から
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調査･意識調査の結果から

　市では、よりよい不登校児童生徒支援

に向けた教育相談事業の整備と拡充を

目指し、右のように取り組んでいます。

お子さん
一人ひとりに
寄り添った
支援を心掛けて
います。

皆さんの願いが
叶うように、
一生懸命
支援していき
ます。

皆さんのペースで
登校できます。
いつでもお待ちして
います。

お子さんの
変化を
見守りながら、
心の成長を
大切にして
いきます。

ってどんなステップルームティーチャー ？

児童生徒に応じた継続的な学習計画を
もとに、学力の向上を目指します。

学習面に対する不安感の軽減を目指し
ます。

児童生徒の観察を通して、心や体調の
変化に気付くことができます。

不登校対策パッケージ

教育支援センター「ライトポート」の機能拡充 ステップルームティーチャーによる登校支援

教育センターの相談機能拡充

教職員への啓発と研修の充実 フリースクール等との連携強化

ステップルームティーチャー

を配置しました

ステップルームティーチャー

を配置しました

ってどんなステップルームティーチャー ？

継続的な学習支援1 きめ細かな相談支援2

教職員の勤務時間は次のうちどれでしょう。Ｑ ①7:00~19:00 ②7:30~18:30 ③8:00~16:30 →正解は次のページへ

スクールカウンセラーの機能強化

　本市では、『夢と思いやりの心を持ち、未来を拓く子ども』を目指すべき子どもの姿と捉え、確かな学力の育成に向けた

｢わかる授業」を推進しています。その一環として、毎年小学３・５年生、中学２年生を対象に、千葉市学力状況調査・意識調査を実施し、

結果を分析して、日々の学習指導の改善に生かしています。今回は、令和４年度調査結果から一部をご紹介します。

　様々な要因で教室に入ることができず、教室以外の別室（ステップルーム等）に登校する

児童生徒に対して支援を行う専任の支援員として「ステップルームティーチャー（ＳＲＴ）」を

配置しました。（令和5年度配置校：宮崎小、小倉小、花園中、草野中）

　教室に入りづらい児童生徒が、落ち着いた空間の中で自分に合ったペースで学習・生活

できるように、様々な支援を行っています。

養護教諭やスクールカウンセラー等と
連携し、きめ細かな相談支援を行い
ます。


